
□三次年金事務所
　☎0824-62-3107
問

国民年金保険料の追納制度

保険料の免除や猶予の承認を受けた期間がある場合、老齢基礎年金
の年金額が減りますが、後から納付（10年以内）することで年金額を
増やすことができます。

三次年金事務所

納付申込

注意事項

■追納ができるのは追納が承認された月の前10年以内の免除等期間
　（例：令和2年4月分は令和12年4月末まで）
■承認等をされた期間のうち、原則古い期間から納付
■保険料の免除、または猶予を受けた期間の翌年度から起算して、3年度目以降に保険料を追納する
場合は、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額を上乗せ

人権多文化共生推進課
☎・お太助フォン 42-5630

　47-1206

安
芸
高
田
市
に
は
、海
外
か
ら
親
と

と
も
に
移
住
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が

い
ま
す
。そ
の
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

が
、日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
ま
ま
連

れ
て
こ
ら
れ
て
い
る
た
め
、学
校
に
入
学

し
て
も
日
本
語
が
学
び
の
壁
と
な
っ
て

い
ま
す
。日
本
人
に
は
当
た
り
前
と
な
っ

て
い
る
義
務
教
育
制
度
で
す
が
、外
国

籍
の
子
ど
も
は
対
象
に
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。学
校
で
学
ぶ
こ
と
を
諦
め
て
し
ま

う
と
、社
会
に
馴
染
め
ず
孤
立
し
て
し

ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、地
域
の
み

な
さ
ま
に
協
力
い
た
だ
き
、日
本
語
が

不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
も
高
校
、専
門

学
校
や
大
学
に
進
学
し
て
く
れ
る
こ
と

を
目
標
に
、放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
の

学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
か
い

あ
っ
て
か
、市
在
住
の
外
国
籍
の
子
ど

も
た
ち
は
全
員
が
小
学
校
や
中
学
校
へ

〈文〉
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通
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、先
日
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。小
学
５
年
生
か
ら
学
習

支
援
を
受
け
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍

の
青
年
が
、今
年
、吉
田
高
校
を
卒
業
し

て
大
学
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
の

こ
と
で
、お
母
さ
ん
も「
８
年
間
、自
分

の
子
ど
も
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
支
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
学
習
支
援
者
の
み
な

さ
ん
の
お
陰
で
す
」と
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

支
援
に
は
長
い
期
間
を
要
し
ま
す
が
、

支
援
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、安
芸
高
田
市

の
将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

学
習
支
援
者（
外
国
語
が
話
せ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）は
市
国
際
交
流
協
会
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。協
力
い
た
だ
け
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
市
国
際
交

流
協
会（
0
5
0

-

5
8
4
7

-

9
6
6
6
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
び
の
壁

　

「吉田駅詩」の原本（当館所蔵）

〈 記されている文字 〉

安芸高田市歴史民俗博物館

 学芸員 津久井 薫

「吉田駅詩」頼山陽筆
～頼山陽が元就墓所に参詣して

作った詩～ ｢博物館コレクション｣第13回
シリーズ

頼
山
陽（
１
７
８
０

－

１
８
３
２
）は
江

戸
後
期
に
活
躍
し
た
安
芸
国
出
身
の
著
名

な
儒
学
者
で
、尊
王
思
想
を
唱
え『
日
本
外

史
』を
著
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
著
作
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、山
陽
の
名
も

よ
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
的
価
値

頼
山
陽
は
書
で
も
有
名
で
し
た
。幕
末

維
新
期
に
は
頼
山
陽
の
書
風
が
大
流
行

し
、多
く
の
書
が
拓
本
に
取
ら
れ
て
出
版

さ
れ
ま
し
た
。当
館
所
蔵
の「
吉
田
駅
詩
」

の
書
は
拓
本
の
元
と
な
っ
た
原
本
と
さ
れ

て
お
り
大
変
貴
重
な
も
の
で
、市
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。戦
後
、日

本
画
家
児
玉
希
望
が
入
手
し
母
校
の
吉
田

小
学
校
に
寄
贈
。現
在
は
当
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
貴
重
な
書
を
現
在
開

催
中
の
企
画
展
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

成
立
過
程

文
政
12（
１
８
２
９
）年
、頼
山
陽
50
歳

の
時
に
作
ら
れ
た
毛
利
元
就
を
讃
え
る
漢

詩
で
す
。当
時
京
都
在
住
の
山
陽
は
、父
親

の
13
回
忌
に
安
芸
に
帰
省
し
ま
す
が
、そ

の
際
三
次
を
訪
れ
た
帰
途
吉
田
に
一
泊
、

翌
朝
毛
利
元
就
墓
所
に
参
詣
し
こ
の
詩
の

草
稿
を
作
り
ま
し
た
。

内
容

「
吉
田
駅
詩
」は
頼
山
陽
が
吉
田
に
到
着

し
た
夜
の
情
景
描
写
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

翌
朝
、元
就
の
墓
に
参
詣
し
た
頼
山
陽
は

郡
山
城
跡
の
風
景
か
ら
、尼
子
氏
や
陶
晴

賢
と
の
戦
い
な
ど
を
想
起
し
ま
す
。儒
学

者
で
あ
る
頼
山
陽
は
、古
代
中
国
の
人
物

を
挙
げ
な
が
ら
毛
利
氏
一
族
と
対
比
し
論

評
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
最
後
に
、元
就

が
吉
田
の
地
を
豊
か
に
し
た
こ
と
を
高
く

評
価
し
、英
雄
と
し
て
賛
美
し
て
い
ま
す
。

す
え
は
る

か
た

舎
舟
夜
投
吉
田
驛
　
心
記
江
公
創
業
迹

猛
雨
打
輿
暗
箭
集
　
河
漲
声
闘
萬
刀
戟

朝
起
山
河
列
眉
明
　
策
杖
獨
尋
公
墳
塋

塋
上
老
木
槁
不
死
　
隧
道
深
嚴
華
表
峙

仰
瞻
城
墟
連
雲
起
　
山
開
鳥
翼
襟
河
水

冑
山
在
背
猪
山
面
　
果
信
北
軍
堕
計
裏

援
軍
孤
壘
在
其
間
　
形
勢
頗
殊
舊
讀
史

當
時
眼
己
無
二
家
　
終
使
十
州
拱
旗
牙

河
堤
西
指
厳
嶋
道
　
想
見
出
師
誅
豕
蛇

風
濤
雷
雨
助
號
令
　
百
怪
惶
惑
避
義
戈

請
詔
復
仇
眞
偉
擧
　
黄
金
撐
斗
擎
日
車

乃
祖
酷
肖
　
文
若
　
此
公
却

類
孫
討
逆

大
児
如
虎
小
児
龍
　
亦
如
江
東
権
与
策

休
比
輿
櫬
入
洛
陽
　
頗
似
納
籍
帰
汴
梁

銭
氏
福
與
趙
家
長
　
公
才
十
倍
武
粛
王

灑
掃
不
廢
裔
冑
在
　
恨
無
碑
文
託
雪
堂

来
拜
者
誰
外
臣
襄
　
家
世
生
長
公
旧
疆

少
脩
私
史
諳
公
事
　
今
日
墳
前
始
瓣
香

土
非
衍
沃
民
力
薄
　
經
營
四
外
　
裕
綽

勤
倹
富
国
無
磽
塉
　
鼓
舞
強
兵
無
羸
弱

玉
帯
名
馬
好
不
存
　
一
生
唯
有
用
士
樂

嗟
乎
真
英
雄
主
不
可
作
　

吉
田
驛
感
毛
利
典
廐
事
作

　
　
　
　
　
　
山
陽
外
史
頼
襄
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博物館の30年と蔵出し至宝展
開催中！

らいさんよう

公開中
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